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１．取組態勢 

サステナビリティ宣言 
経営企画部 サステナビリティ統括室 

経営企画部 サステナビリティ推進室 

経営企画部 サステナビリティ推進室 

＜SDGs関連部署＞ ＜グループの取り組み＞ 

全体構想 全体構想 
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  私たち九州フィナンシャルグループは、国連が定めた持続可能な開発目標であるSDGs
の趣旨に賛同し、全役職員が主体的に取り組むことを宣言します。 

１．持続可能な社会づくりへの取り組み 
 私たちは、環境にやさしい経営の実践を通じ、お客様や地域の皆様お一人 
 おひとりが、将来にわたって幸せや満足を実感できる社会づくりに取り組みます 
 

２．地域経済発展への取り組み 
 私たちは、地域総合金融グループの力を最大限に発揮し、お客様・地域の 
 課題解決を支援することで、持続的な地域経済の発展に貢献します 
 

３．普及・拡大への取り組み 
 私たちは、お客様や地域の皆様との対話を深め、地域全体が持続可能な 
 社会となるように活動の輪を広げます 

２．サステナビリティ宣言 
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３．投融資に関する指針 



４．サステナビリティ全体構想（グランドデザイン）  
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重要課題 取り組み例 対応する主なSDGｓ 

環境にやさしい 
地域づくり 

・当行の環境配慮経営の実践および地域における環境意識の醸成 
・地域資源の活用による事業化支援 
・災害等に強い街づくりの推進 

全ての人を支える 
地域の基盤づくり 

・FinTech、IT、キャッシュレス時代に対応した公平な金融サービスの提供 
・事業承継支援等を通じた地域活性化施策の実施 
・地域間医療格差の解消に向けた支援 
・社会的弱者を支援する意識の醸成 

全ての人が活躍する 
職場・地域づくり 

・多様なニーズにお応えする金融商品・サービスの提供 
・当行の健康配慮経営の実践および地域の健康増進支援 
・金融リテラシー向上に向けた教育活動の実施および教育を公平に受ける 
 機会の提供 
・女性活躍推進の強化 

地域に必要とされる 
組織づくり 

・当行の健全経営の継続実践 
・反社会的勢力の排除や社会的不正の撲滅 
・持続可能な社会の実現に向けて地域全体で取り組むための連携、 
 気運の醸成 

 ４．サステナビリティ全体構想（グランドデザイン）   
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５．事例紹介（九州アジア人財開発協同組合） 
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地域の 
課題 

 近年、労働者人口の減少により県内企業の人手不足が深刻化している。人手不足により事業継続に支障
をきたすケースも出てきており、働き手の確保は事業者にとって大きな課題となっている。 

課題解決に 
向けて 

 外国人技能実習生監理団体組合を設立し、地元取引先企業の実習生受入れを支援する。人手不足解
消に繋がる具体的な支援を実施することで、地域経済の活性化に寄与する。 
 また、実習生にとって働きやすい環境を整えることで、制度の目的である技術移転、国際深耕に貢献する。 

当組合の 
運営方針 

 
受入事業者が安心して相談できる組合であること 
 実習計画作成支援・実習期間中のフォロー体制 
 
外国人技能実習生が安心して働くことのできる環境を作ること 
 受入事業者への指導・定期的なフォロー 
 

【外国人技能実習制度（団体監理型）】 

監理団体 
 
 

送出機関 
 
 

①技能実習生の派遣 

送出し国政府 日本国政府 二国間取り決め 

②技能等の習得・活用 

技能実習生 
実習実施者（受入事業者） 



５．事例紹介（九州アジア人財開発協同組合） 
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◎2017年10月6日、九州アジア人財開発協同組合設立。 
◎鹿児島銀行は監事へ就任。組合事業についての総合的な支援を実施。 
◎弁護士法人による法務面、社会保険労務士法人による労務面でのフォロー体制が当組合の特徴。 
◎地域産業が抱える「人材」の課題解決に向け支援を実施。地域産業活性化へ向け取組んでいく。 

組合概要 

会社名 九州アジア人財開発協同組合 

所在地 鹿児島市山之口町1番10号 

事業内容 
・外国人技能実習生受入事業 
・共同購買事業 ・組合員教育事業 

発起人企業 

 
鹿児島ビル不動産株式会社 
九州共同株式会社 
鹿児島ディベロップメント株式会社 
鹿児島中央ビルディング株式会社 
鹿児島オリーブ株式会社 
株式会社春一番 
弁護士法人グレイス 
社会保険労務士法人HR Trust 
 

監事 鹿児島銀行地域支援部 

出資金 ４００万円 

法務 
 

トラブル対応 

労務 
 

監査・指導 

九州アジア人財開発協同組合 

ビルクリーニング業 

銀行の役割 （関与による信用向上、取引先の紹介、・・・） 

総合的な支援 

強み 

農業 

建設業 

地域産業 

人手不足解消 
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５．事例紹介（日置市オリーブ事業） 

出所～環境省「事例から学ぶＥＳＧ地域金融のあり方より 
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５．事例紹介（日置市オリーブ事業） 

出所～環境省「事例から学ぶＥＳＧ地域金融のあり方」より 
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家庭で発生する生ごみだけを取り扱います。（食べ残しも含みます。）
ですから、下記にあるような草・枝・花などは今回は取り扱いません。

卵の殻、貝殻、スイカの皮、魚の骨や内臓類、鳥の骨などは堆肥に生まれ変わります。

燃やせるごみに出

す

燃やせるごみ

に出す
燃やせるごみ

に出す

草類 木の枝など 切り花など

５．事例紹介（日置市生ごみ回収～堆肥化事業） 



５．事例紹介（日置市生ごみ回収～堆肥化事業） 
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家庭での生ごみの取り扱いについて

①配られた水切り器などで水切りをしてくだ
さい。

②水を切った生ごみは保管用バケツに入
れてください。

③ステーションに設置してある生ごみ回収
用タルに移し替えてください。

集められた生ごみは竹チップ酵素に混ぜて処理しま
す。
処理を促進するために、ここで使用済み食用油を添加
し同時に処理します。



12 

5．事例紹介（SDGs関連商品） 
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5．事例紹介（南国殖産株式会社様、スマートモデル街区プロジェクト） 

出所～薩摩川内市「薩摩川内市天辰地区スマートモデル街区プロジェクト整備計画（概要版）より 
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5．事例紹介（南国殖産株式会社様、スマートモデル街区プロジェクト） 

出所～薩摩川内市「薩摩川内市天辰地区スマートモデル街区プロジェクト整備計画（概要版）より 
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5．事例紹介（南国殖産株式会社様、スマートモデル街区プロジェクト） 

出所～薩摩川内市「薩摩川内市天辰地区スマートモデル街区プロジェクト整備計画（概要版）より 



６．金融機関における検討事項 
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「ＥＳＧ金融」とは 

  ・財務分析（定性評価）におけるESG要素の評価方法検討  

  ・融資判断（与信判断）におけるESG要素の組み入れ方の検討 

  ・「ＥＳＧ投資」「サステナブルファイナンス」の研究 

   

鹿児島銀行は「ＥＳＧ金融の実践」による、 

持続可能な地域社会の実現を目指してまいります 

「財務情報」重視から、「財務情報＋非財務情報」へ 



ご清聴 ありがとうございました。 


